
横浜市東部方面斎場
（仮称）の整備について

横浜市 健康福祉局 環境施設課
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日 時 令和６年７月２６日（金） １８時３０分～
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場 所 生麦地区センター
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市営南部斎場
（金沢区）

■火葬炉：10炉

市営久保山斎場
（西区）

■火葬炉：12炉

市営北部斎場
（緑区）

■火葬炉：16炉
（予備炉２炉含む）

市営戸塚斎場
（戸塚区）

■火葬炉：6炉

民営西寺尾火葬場
（神奈川区）

■火葬炉：10炉

市内斎場の配置図（現在）
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Ⅰ 横浜市の現状



Ⅰ 横浜市の現状

最近５か年の市内死亡者数

令和元年度

（2019）
令和２年度

（2020）
令和３年度

（2021）
令和４年度

（2022）
令和５年度

（2023）

死亡者数 33,778人 34,337人 37,555人 39,583人 39,300人

前年比 ＋614人 ＋559人 ＋3,218人 ＋2,028人 －283人
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死亡者数は増加傾向



Ⅰ 横浜市の現状

近年、増加傾向

年度
市営斎場
合 計

民営
西寺尾
火葬場

合計
久保山斎場 南部斎場 北部斎場 戸塚斎場

令和元年度
（2019）

31,471  9,798  6,300  10,408  4,965  2,355  33,826 

令和２年度
（2020）

31,095  8,675  7,666  10,643  4,111  2,402  33,497 

令和３年度
（2021）

32,868  8,226  8,216  12,307  4,119  2,467  35,335

令和４年度
（2022）

34,459 8,970 7,344 12,608 5,537 2,639 37,098

令和５年度
（2023）

36,531 10,979 7,117 12,856 5,579 2,312 38,843

市内斎場の火葬実績
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（単位：件）



Ⅰ 横浜市の現状

市営斎場の火葬待ち日数
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令和元年度
（2019）

令和２年度
（2020）

令和３年度
（2021）

令和４年度
（2022）

令和５年度
（2023）

４斎場
平均

4.49日 4.56日 5.49日 5.81日 4.92日

※ 日数の計算方法
（法律の規定により死亡後24時間以内は火葬ができないため、死亡日の翌日から起算）

※ 令和３年度、令和４年度は、既存斎場の長期的な修繕が行われたことが原因



Ⅰ 横浜市の現状
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横浜市の死亡者数推計

※令和２年国勢調査（令和２年10月１日時点）の人口を基準とした推計

35,037 

40,419 

43,704 

45,785 

46,773  46,870  46,805 

48,268 
50,068 

51,150 

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

令和２年 令和７年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年 令和37年 令和41年 令和46年

（単位：人）

令和41年には
５万人を超える見込み



市営南部斎場
（金沢区）

■火葬炉：10炉

市営久保山斎場
（西区）

■火葬炉：12炉

東部方面斎場（仮称）
（鶴見区）

市営北部斎場
（緑区）

■火葬炉：16炉
（予備炉２炉含む）

市営戸塚斎場
（戸塚区）

■火葬炉：6炉

民営西寺尾火葬場
（神奈川区）

■火葬炉：10炉

市内斎場の配置図（計画）
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Ⅰ 横浜市の現状



Ⅰ 横浜市の現状
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斎場計画地
10

京急⽣⻨駅

京急新⼦安駅

JR新⼦安駅
⽣⻨JCT

神奈川産業道路

Ⅱ－１ 計画地

約1.2km



所在地 鶴見区大黒町18-18ほか 敷地面積 約11,000㎡

用途地域 工業専用地域 延床面積 約22,000㎡

建蔽率
容積率

60％(緩和により70％)
200％

整備費 約251億円

Ⅱ－２ 整備概要

神奈川産業道路←神奈川区方面

東

側

道

路

鶴見区方面→

斎場計画地

大黒運河
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屋外階段

エレベーター

エスカレーター

⾞両動線

津波避難
スペース
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【各階へのアクセス】
・車両は、スロープで地下１階の
駐車場や２階の車寄せにアクセス
します。

・斎場利用者は、地下１階から３階まで
エレベーターで上下します。

・２階から３階の移動は、エスカレーター
も利用できます。

Ⅱ－３ 建物構成
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・車両の出入口は南側の神奈川産業道路及び東側の市道に１か所ずつ設けます。
・神奈川産業道路の沿道には、緑地を整備し、歩行者の出入口を設けます。

Ⅱ－４ 配置計画

（貨物線の森緑道）

既 存 公 園

神奈川産業道路

斎場計画地
東
側
道
路

計画地周辺図
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・地下１階は駐車場とし、１階と併せて150台設けます。
車いす用駐車場を４台設置します。

・中央部に３階まで連絡する24人乗り大型エレベーターを２機設けます。

Ⅱ－５ 地下1階平面図

１階へ

⾞いす⽤ ⾞いす⽤

⼀般駐⾞場

⼀般EV

ＷＣ
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・１階は主に、通夜・告別式等を行うフロアです。
・葬儀式場は約50人用を２室と、葬儀の小規模化傾向を踏まえ約20人用を

１室設けます。

Ⅱ－５ 1階平面図

葬儀
式場

葬儀式場

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
ﾎｰﾙ

地下へ

２階へ

⾞
寄
च

屋外階段

50⼈⽤50⼈⽤

20⼈⽤

マイクロ
バス⽤ ⾷事室

⾷事室

控室

控室
控室

ॱ
ॡ
३
␗
待
機
場
所

葬儀
式場

葬儀
式場
葬儀
式場

⼀般EV

ＷＣ

ルーバー



事務室

⼊⼝⼊⼝出⼝ 出⼝⾞寄せ

⼀般EV

霊安室

・２階は火葬を行うフロアとして、火葬炉16炉を北側部分に配置し、
火葬炉１炉に対して炉前ホールを１室整備します。

・斎場利用者の動線は左右、一方向に流れるようにし、混雑緩和を図ります。
・霊安室は、ご遺体を10体お預かりします。
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１階へ

Ⅱ－５ 2階平面図

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

ＷＣ
告別収⾻室告別収⾻室

⽕葬炉関連室

中庭
ESL昇 ESL降

中庭
ESL降 ESL昇
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・３階は火葬の間、ご遺族や会葬者の方にお待ちいただくフロアです。
・休憩室(40人用)を中庭に面し、火葬炉と同数の16室配置します。
・中央部分に待合ロビーや売店･喫茶機能のほか､キッズスペースを設けます。

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ

売店・喫茶

中庭 中庭

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

⽕葬炉関連室

WC

Ⅱ－５ 3階平面図

⼀般EV

WCWC

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ

売店・喫茶屋外階段

⽕葬炉関連室

1 2 3 4

休憩室 休憩室

休憩室 休憩室

※吹抜け上部 ※吹抜け上部

待合ロビー

ESL降 ESL昇ESL昇 ESL降中庭 中庭
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・４階は北側に機械室等を配置し、南側には津波発生時の避難スペースを
確保します。

機械室等

津波避難スペース

⽕葬炉関連室

Ⅱ－５ 4階平面図
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機械室等

津波避難
スペース

屋外階段

計画地は臨海部に位置するため、高潮（被害想定：0.5ｍ～１ｍ）や
津波（被害想定：１ｍ～２ｍ）による浸水被害が想定されています。

４階平面図

・１階床レベルを既存地盤から約１ｍ高くするとともに、火葬炉や
受変電設備等の重要機器は津波による浸水深以上に設置します。

・都市ガスや電力等のインフラが途絶した場合に備え、非常用発電機等
の対策を計画しています。

・津波発生時には、斎場利用者のほか計画地周辺の方々の一時的な
避難施設として活用できるよう、屋上に避難スペースを確保し、
斎場外部からアクセス可能な屋外階段を設けます。

Ⅱ－６ 災害対策



■ 横浜市役所の太陽光パネル
出典：横浜市新市庁舎紹介 パンフレット

20

・建築物の省エネ性能を高めるため、高効率型の機器を採用するほか、
太陽光発電や地中熱等の再生可能エネルギー利用を導入し、環境へ
の負荷低減を図ります。

■ 地中熱利用イメージ
出典：環境省 [2021年3月]
地中熱利用システム パンフレット

Ⅱ－７ 環境配慮
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・木質化に取り組むとともに、緑地等も整備し、生物多様性の保全に
配慮します。

■南区総合庁舎の木質化
出典：神奈川県ホームページ

木造公共施設整備事業の事例

Ⅱ－７ 環境配慮

■緑地の整備イメージ
撮影場所：貨物線の森緑道
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Ｒ５ 地中熱工事

Ｒ４､５ 土木工事

Ⅲ－１ 現場状況

23

現場全景 （Ｒ６年７月時点）
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Ⅲ－１ 現場状況

仮囲い設置

地盤改良（静的締固め砂杭工法）

仮設事務所

ケーシングパイプ先端



令和６年度 令和７年度 令和８年度

山留･土工事

地下躯体工事

地上躯体工事

仕上工事

屋外工事

完
成

（
令
和
８
年
12
月
下
旬
）

Ⅲ－２ 今後のスケジュール

■建物本体工事の工程
斎場建物の完成は令和８年12月下旬となり、斎場の供用開始
時期は、「令和９年３月中」となる見込みです。

供
用
開
始
（
令
和
９
年
３
月
中)



計画建物

IN
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IN
OUT

OUT

IN

Esri Japan, Esri, HERE, Garmin, INCREMENT P,USGS, METI/NASA

作業所付近見取図 （ 車両ルート）

IN
OUT

OUT

IN

Ⅲ－３ 工事中の車両動線

Ｎ

原則、この道路は
利用しません

産業道路を通行し
左折イン左折アウトを
遵守します

NO1ｹﾞｰﾄ

NO2ｹﾞｰﾄ

NO3ｹﾞｰﾄ

NO4ｹﾞｰﾄ

NO2､3ｹﾞｰﾄが利用できない
場合のみに、NO1ｹﾞｰﾄを
利用します

仮設事務所
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Ⅲ－４ 内観イメージ

※内観は設計図を基にしたイメージです

３階 休憩室 ３階 待合ロビー

１階 葬儀式場２階 ⾞寄せ



《問合せ先》

横浜市健康福祉局 環境施設課 斎場整備担当
TEL : 045-671-4386 FAX : 045-664-6753
〒231-0005  横浜市中区本町６-５０-１０

ご清聴ありがとうございました
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